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ばれいしょの生旦n生態学 (r句研究
江~ 5限 ネ~ /i:l~ 組f:i~l)、j に見山されるでんぷん粒について

仁I 凹

(北海道大学 WJ:~:子;';\;民学科食 1\1 1')物学教 'l，;")

Physio-ecological studies in potato plant 

V. 011 the starch grains found in the stem tissues 

Minoru YOSHIDA 

(Department of A只ronomy司 Faculty()f A只riculture，
Hokkaiclo Univer:sity， Sapporo， .lapan) 

Receiv日1J uly 28， 1%9 

緒 冨

f'I物の収i立構造l工fゴミ性作物と栄h繁げXf'1物とでいち

[るしく係村1~を異にする。すなわち r'j~('nちの生育は h((

何本構成の1Q1間である栄先生長相と同化球物全長h'l-tる

't ~(i'I:.長桐の 2 jllからなる。一万ばれいしょのような栄

長繁航('1物においては生台ーのかなり 'I1.JPIからl司化保物¥ti'

必~Y(rがJèj主 L ，栄先生長と|両]化Jft物品約とは、IL行(ド)iこ

ii~(われる。しかしながら FJ:Y\:i'P物iこおいても， 1) 主

宰の(11'1長は，¥:.船生長すなわち化丸形成合開始してからい

ち仁るしく大であり '1'今後あるいは生態 J\')は幼 l~íWIiニ h

けるパli境条1'1の影響が大なること、 2)iヒ非!杉慌たとえば

弘二おけるえ)JfiLUI手"立を1m始するliij後のWlli司法収国:あるい

は fz尖，uょ fT，登JJ\1Y度iこもっとも I~J係の深い:j'j日数 ìk:'Ji' と

筏縦、ニIlkJ注し，このluJ化Pi'i物の受容体である籾数の多少

がニのlPlli司の士一様ならひiニ気象条('1による;iU715か大であ

ること， :l) :L¥総liijに科および渠靴など同化球Tr以外の

部(，i; 二-1I ~j 的に !ti'il'1(，されていた炭水化物が 1 1\隙後 fil.üニ移

行L，収随時における氏本化物収l誌に対する:[' TM-Iiiilti' JI'1(， 

!jl1~化物の依存料度あるいは移行ヰ~(ì ， J:li;fu'l'lfi度， ('IWI， 

生身の宅ぷ合匂{ネ， U~除後の 11 射泣等治的の条('1;こよっ

て異なるが 20~40% ， 少くも 15%に達するニとが水稲

ιto¥、ては11-1されている2)，3)，4)，13)，なと栄民生長とノ1"何l

'1長ならび日l以iA:との相11.関係，およびニれらと応境条

('，との li~に術政な関j'.liのあるニとがぶされている。ニの

よう，こ('1物の収l剖";1):)えを解析し合理的な紋):i'iJ主体Iをi泊予

立するための資料を{jhするニとが('1物tUi'i学の似!氏を江

すものである。し泊、しばれいしょにおいては地上!日jif後
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まも/cく11U肢がfiI'Jとしそのぬ11川f(;ニよって多少異なる

が‘ l'iJ化;J(:物!げ'1主総'!Tである塊笠公形成し，ノIfiにとも

I~( って !ti'il:1(，出:rl\が、jlf'j 的にIiq大する。このよう /c!' 工れい

L ょのノ!:.Pì亡 Wi;告は r'jJ/!:I'I~7，J; こよt L 4i.*か1)ょうではある
が，塊v;の肥大JtI\I:~，境 11と;のでんふん ff イ1ギとその I二't l

1"i'l必塊>，と;の肥大十t，ノI:.ffiこともなうl;:iJ化尚一物の分配本

すなわち芸能のノf:.J主と塊11ki肥大との+11，j関係ならびにニ

れら '~Iバの相互関係 Jなどに川附:n ;L5'r，およびr~1!~l条1' 1 に

よるた異がありかなり複維である10)，11)，12)。

-}j !J(f，niこおいて:IITl.liiijにf'，'" ~~中rìiこ合まれるでんふ

ん平"が馬場ら1)に上ってはじめて同祭三れて上).;1<:，いよij

ら凶， f!，j長5)，7)，8)，9) iこよって，以終的主Æ~a r，:~Trである他

i;i~以外の*IU波|人]でんぷんねはノ七千?にともない íì'íl主 L ，あ

るいは午」之のための熱iI1;¥として，あるいは;)>;J!tllll1j化政物

としてJ主的され，松iこ移行するニとによってii'¥'Jとし，ど主

以後WIに11j.ひ:1¥J'j!.すること合J.!.:IIL，そのlAーは11!\(~， I血

1I巴ilt守ーのiI丹条1'1によって変化L，lYの強度すなわち倒伏

1'1 とも I~I係するニとがl認められている。 fば工才れL\' 、 L よ iにこ二t

いても 4本~I刷u河\"j'先tの詳治\1午刊隙ドH以Itiにこ Iコ北L 、て l川り引I1らう力‘べiにこ uたニよ うiに二， ノl

fI の lrれät!りlである 7)11011 凶から京，:~i~におけるでんふ

ん合1j tl~ が大となり， 'luLHiにおいてはそのれ皮は小で

あるが，立!¥WIがおそくf.:~~O)l\:Jと II~j) 追いちじるしく大 tr..

る，'，，'，Hiほとそのも:度は大であった。また'I:.ttのよJ¥!Iには

それらが塊主へ移行するが，その{'M支にll111係によってた

がある。オヰl投;!tに「ゴL、てはこれらの+-i'{ii組織内でんふん
~Iil械的iニ((町三し、そのíI'1誌の品約\1~;~呉がり1 らかにす

るニとによって，その('1物学的あるいはJ:Ji){1学的立みとど

杉~.Hしようとずるものである。 A~ {i) r'先を，ì~主行するにあた
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り昭和41年度において渡辺勝敏氏のご協力をえたこと

を附記し感謝の意を表する。

材料と方法

1)供試材料

i)昭和40年度北海40号，北海46号，農林 1号。

ii)昭和41年度北海46号，股林 1号。

iii)昭和43年度男爵薯，農林 1号，紅丸，

WB 59177-4。

2)試験方法

i) 供試圃場

昭和40年度北海道段業試験場作物第1'iojil畑作物第2

研究室試験阻場。

昭和41，43年度北海道大学農学部附属農場試験闘場

ii) 栽植密度

畦巾 75cm，株間 39cm。

iiij 栽植期

昭和40年度 5月6日。

昭和41年度 4月28日。

昭和43年度 4月25日。

iv) 掘取材料

年次により異なるがそれぞれ別の研究目的をもって標

準栽植されたものから一定時期に任意に3ないし5株を

掘取り供試した。

v) 調査方法

昭和40年度においては7月13日， 8月3日，昭和41

年度においては7月7日， 19日， 8月22日， 9月13日，

昭和43年度においては7月5日， 25日， 8月15日， 9月

3日に，掘取材料の主茎の種々の部位について，昭和40

年度においてはホルマリン酷酸アルコールにより固定，

パラフィン法により切片とし，沃度沃度加里0.02%液に

より洗色したもの， 41年度にはパラフィン法ならびに徒

手切片法を併用，43年度にはすべて徒手切片無洗色によ

り検鏡した。

結果

ばれいしょの茎部は両立維管来構造 Bicollateralvas-

cular bandle structureで，図 1，3に模式的に示すよう

に横断面では，外側から表皮，外厚皮(厚膜組織)，内厚

皮，外自市部，内皮，形成層，木部および放射組織，内師

部，髄部の各組織が同心円的に配列され，稜翼のある部

分は木部がし、ちじるしく発達している。これら組織のう

ち生育がすすむにしたがい，でんぷん粒が発達しあるい

は小粒化または消失するというような季節的消長を示す

組織は，内師部，髄部，外自市部，放射組織ならびに内厚

皮の部分である。また本研究は7月上旬以後茎部が急速

な生長を示す時期の観察結果で，その後茎部に集積され

x 

w 
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図-1 ばれいし ょの茎部横断面様式図

w:稜翼， ep:表皮， e.c. (s):外厚皮(厚膜組織)，

i.c. :内厚皮， en:内皮， O.p.:外師柔組織， c:形

皮層， x:木部， l.p.:内師柔組織， p:髄部。

厚
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内外形木 内
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図-2 ばれいしょの茎部横断面(農林1号)

A 

B 

図-3 ばれL、しょの茎部組織模式図

A 縦断面， B 横断面

ep:表皮， e.c. (s):外厚皮(厚膜組織)， i.c.:内厚皮，

en:内皮， o.p.:外師と同柔組織， C:形成層， x: :本

部， r:放射組織， i.p.:内師と同柔組織，p:髄部。
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るでんぷん料のだJ主斜度あるいはそれらが恥~?~L移行する

台I1 台の，，，，'， HW~ぷ民が 1U(1 ノ 1:J1 I" パ札ことのような13J主企も

つか1こついて考11し上うとするものであり， I、JIド11)11
，jijJγド:.i'i初!tJ1;ニff(十るj也l'<，;j;あるいは{川をおよび似には

3れるでんぷん下"についてi土日I1の械会i二述べるの

l 昭和 40年度の結果

;U見;沃!見)JII'1l.によるill色においてはでんぷん粒の一f{{!'

leli11L認する二とはできても，でんぷんpの大小および多

少.二ついてはlリ11i1tに犯jJiiできなかった。しかLおよそつ

ぎのようなニとがし、える。fi.';I休あたり '1:.休'ft:のlu大!tJH主

1!'，式、l，¥l，mとも 7)J 2:1 11であったが‘出 1同の材料{正
取117)J 13 11においてすでには的には少ない泊、でんぷ

んの集約が認められた。このn!j!\IIにおける，I!}tf中[:~治呉は

lりlらかでなかった。きわめて'Uミヰω)，:':j，、このII!j!りlに付
いて;工作f"判l縦訓11胞内に1'1色体 LeucoplasttJ¥阪の)，'，'1問

。こ l認められる ~)S~のものが多い。 しカミしでんぷんpのJC

さがもっとも大なる内外I':IIji'ij; 3'~初日岐においては 5-H /' 

J)でんぷんpか多数d、められた。 8)J:111 においては、

'I'.I[何で塊判肥大['1=.のきわめて大なるJtiiU:40 jJーにおい
て.住民 /;i~にヘうヘ~fltl'内に IFl大した何[1~iJtJ; ，i~，、められたほか

; i 7 ) J 1:1 LI の lb~合とほとんど Jfi呉がなかった。 これに

IjL 、中1I~'['H\ -cJ:;草山肥大y[ のやや小なる I'，~:j でんふん系

統の~tiiIf.46 jj においてはし、ちじる Ll \Jll'~1 大カ'~，j"，2ぷコられ司

主主全長のほほ 80~もの['， ~J さまで|付I':IIi ， 外I':IIi，n;u却なと
の5，品i副知人jに 15μ 合こえるでんふんれが多l止に lIZめら

れ，ま f二汝身、}机i'<長 I)~;こも下dfl主小であるカ‘争政のでんぷ

んれがは1¥11されるにいたった(1可11以上 1-:\ 会)I/，~10 け本

l りに[0'，、ては I' ， j己 2 系統の 'I'H ，I イ~ノj 、 L;ニ。~， I\['I 合[，，'1 仁

くするlリ本 1けと北ifl上4f)~}との [:\1に fò:-j' るこの芯 Yぶ土司

主の(1;h'[あるいはj山卜..1おの'l:J'I'r'I'J機IibニつL、てi主h主とん

ど必がなL、と考えられること 10)から，主と Lて[，;]1ヒJil物

の'1~半{本である l鬼 lょの)肥大 1'1 の X::Yぶこ w くものてあり，

~UiIf. 41iりにおいてはi鬼 iと;でんふん~'ì 1)'十:;工作 :1 い泊、1I I:<，J

I'JZJ; こ)肥大 Itが小であるため[，;]1ヒバ.'~70の叶[:か与え~;';1: i二十jlrill 

!j~W しやすL 、ものと J5 えられる。

2) 昭和41年度の結果

liij{c伎において:;:'¥1'1:~ 1 "Jじくするが主<';/:1人jのでんふん

集約のil'i1乏において異たるがI !A~~( ノj、した t日本 1 3J村上ひ

Jtifti 46 IJ'企IJI;，;!¥L tたニ泊、 l京品ι山川I7;
/んUぶん fド"大についての，;1川;1，\品刈1，\品同lJh司I;\ f代k品討結{1i リ恥Lい日<tたプまとめると J夫く仁~1 のと

Iおコ iり)である O

UI:，;えしたtt汁本 ILJーならびにJヒ ìfl土 4付 ~};ìいずれも '\'11免

ノ¥H¥で， )也 k川の'¥:.Ti‘ I鬼!?とでんふん1¥7.1 1 ~: iニfol、ても1r-

々なlíJJ~l- る。 L ヵ、し l鬼~でんふん代1J'十 4 二 L; ，、て I41林 1

りは 17， 85もliijぬ， J北tifωi廿'f.46 j乃~-，は工が約.; 25~ロ%ミ志") ~企土いノがIド、一すj-.わ.'点l

るつ !主t手よE宅φJ川日氾川:礼|ド内l付~;ιニ fおゴ(げf るでんλふ、/んし下行)'，:今ρdの〉川i行げ山l'内'íυj と〈企土 lムえると司 iにfiI'1ζ 

t'i:&および京区新生れ!支の大なるII'j!¥11の 7) J 7 11におい

て， 1，1仏1

たでんλぶ;ん、1下Fや、，';ωカが'~1凡よi山iハl:3予;汁，士れhた。 ーのII!j!り!の1，I，j，'II'，H¥におげる

作，';1:11jーのでんふんれの'iCJ主iiil:土[，;J科医であったが， .It 

表 1 ，141 ¥ 、Lょ本!日l組織1)すのでんぷんね大 (1966) 

品Ni n 日 I)~ 1';: I主 l外 l:11i *i';.]j放射 I I)~ 1':lli 出I

:1-5 (24) :1-li (29) :1-5 (21) :1-5 (211 
t2 )，l 九- 5 (28 3-Ii (:IH) :1-5 (26) :1-5 (:29) 

:1-5 (26) :)-6 (:10) :1 (42) :3-10 (26) 3-H (:26) 
林 |719jIL :¥-5 (:¥1) :1-6 (:¥2) :1 (44) 3-15 (:lli) :3-10 (:¥11 

日つ】づ〕けu占 :1-5 (2H) :1-5 (:s) :1 (47) 3-10 (451 :3-10 (:19) 
3-5 p:2) コ-5 (:¥4) 3 146 3-15 (49) 5-15 (42) 

~ J- :¥ (27) 日(:13) :1 (4:1) :3-5 (42) :3-5 (:¥7) 
ユ(28 :1-7 (:¥5 :1 (50) :l-日 (:17) :1-日(:39)

77fljt|L I 
:3-H (25) :¥-竹 (3:1) :1 (44) :1-5 (2:21 :1-51:17) 

北 3-10 (26) :1-り(:17) :1 (47) 3-5 (32) 5-15 (4:21 

ifIl 719!lj1A11 i 
:1-10 (29) :l-li (:¥H) :1-5 (50) :1-10 (441 5-10 1:¥9) 
5-10 (35 :¥-8 (:18) :1-5 (56) :¥-15141】) 5-15 (4Ii) 

46 ( 白u・リ~リ lI1I1t 1 :1-8 (28) :l-8 (:161 九- li (4H) 5-10 (471 5-15 (41) 
5-10 (:ロ) :l-8 (37) :1-日(52) 5-15 (46) 5-18 14:1) 

I 9.1ムサリ i{7I1tE 1 
:1-8 (30) :1-H (:34) 九-fう(49) 5-10 (45) 5-15 (42) 
:1-10 (27) :l-8 (:311) :3-品 (48) 5-15 (4:1) 5-15 (44) 

注) 単位/，， ( )内は細胞当平均でんλιん約径，各組織の 10細胞子均ir{(， んぶん約{王・約数と
も3/，未満のものを除く， 1/1:茶'1'iili， )占;拡)，¥;iiii。



~'ì、つ"7，./ ....，ノ

とくに悩ll;'(1¥ならひーこ|人J!':lli， 'i1\ の刺1IJ1;g I)~iニj壬15ないし却/1

のたれでんふんpが多iAJニliZめられた。その後占L{，変則の

9)J 13 11;こはUりp げにおいて本山欣射組織をのぞく件

染料i似品1111包I)'Jのでんぷん粒大と机数がIiJIらかにiJ.I<少し

この11¥1にこれらの成分が塊一定へ移行したJ二とがうかがわ

れる。 JI二(íIj:4fi け iニおいて'ttf1愛!日]iニおける主川;I)~でん

ふんのl成ノタについてはlり]らかでない(161版 I，4~fi ， JI， 

11I割以)。

3) 昭和 43年度の結果

日{1fI¥41 {I皮iニ主，';1¥の伺々の系組織制1111包内のでんぷん

の 11口元について矧~'きしたがJf:の)，~，";j;と ']';';1\ とで集約な

らひに減少の様H1を兵ーにすることがibtめられた。この 1，1，(

4プ I~I らかにするため，でんぷんの集約が多く，季節的変

動がもっとも大である内!':!Ii"出合対祢に， 'I=-子{)glliilを述仁

て，ノL:..TI.tlt~ 二Lè.;じほi孟守分された主ネーの:lないし 5 ;'jj;(え

について，でんぷん約のil'jj;之を矧察した。その結果の大

IW~ジJ; したのが夫 2 である。

1拘M't数はぷ料1"-*1以時!WJことに 1，'，，"Ht:lt'tであった。

t高;7 Lき北海辺大"ì主役学出îíJlj 文紀~(

d山ωh似l日'j4(; \りJの iL坊;f什7e主ι)以4山ん巳/川出の凶山 1柔:ひ刊手科机i日l~;&飢iに二 I行ゴいてt
l比ヒ Lでんぺふ、ん下約:白;)大¥泊μ、j大三であつ/fた具三こc:t;U，'i1l1.:mH&は大u五分1く

'JiliJ j'.i ']iliJとも二lOOρ~( こえる)(きた柔刺1111包工 1) irるカヘ

IJ、JI':llii 二近~ ';'íl:分は小 if;であり，でんふん下~;はこのよう fE

l人JI':lliiこ泣い細胞に[3，、て'IC)Lが大であり， ， 111:;自の '1'心iニ I~'J

うwこし たカ北、作れするでんぷんPliil花少 L'I'心i刊の制111胞

には止とんとはtHされたい。これに)ぷ LI人Ji':IIiJ':fll織IJすの

で人~~、ん p:土数、たきさともに変 y'&i)'~1卜である。Ltニカ‘

ってでんぷん保有t:1~:~，でんぷん'p大と制11胞主1I，r:[数とで

んぷん介tJ判1111包以内luとLて考えると，このn!i)り]にでん

ふん官、仙のもっとも大であったのは|人H:lli柔組織であり，

ついで(，tu;';'I~ ， 外[山川削h川刈Ii;';j弘H

う。またf:)，~，il;は!?と;'1' リミ ;'~ijに比しいずれの削減において

もでんぷんねの免注は大であった。 ついで 7)バJ1ω911 iにニ

おいてlは主1内d付州4“(供)1共1，、山ぷt材キ料、'¥と も|内人付Ji'川I川州Ii;'川'i1刊i1出i品jJおゴ tひ4本川H出;}j欣t司射I附判机l凶新織批ので

んλふ、ん平杭Jケfのf危C)注主L/江らびに平約k数のi川i行4引!加j川1¥がJ

大1"利i1Vi己'J皮文刻lは主」北ヒ(ω似46¥り山J〉れ企'iにこおいていちじるしい。 日JJ22 11に
おいては作柔指[微細胞内のでんふんN大l土岐大に)1L噌

(1968) :l'h l 、 L ょ主の IJ~ 印l1i3ミ組織 IJ、lでんぷん粒のS!，liTiI間差異表-2
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62 

8刀 15日

55 

40 ， 5254050 

36 :¥1 35 33 

7月 25日

46 

7 n 5日

40 

rl 

iえ(C'm) i 

I也夫上 (cm) I 

ユ'Jl

J(; 

τれ
U
I
 I
 

55 45 ハ
リqu
 

15 5 30 15 5 20 :35 5 

34 28 o 0 18 ::¥8 30 

8 

23 18 44 2(; 

6 8 7 

77 

65 

47 49 46 

10 

。o 10 

65 

日)30 15 45 25 5 

。!

45 15 30 

23 31 

12 10 14 

54 

戸
d 20 35 

22 21 0 

5 4 

12 14 4 5 

45 

41 36 48 51 45 29 

7 6 5 4 7 10 8 G 。8 8 自o 

90 85 (
 
μり47 

80 ハ
リρh
 

35 15 5 ハ
リ
-
)
 

5 25 45 5 15 30 45 引) 35 

5 

5 

制11胞、りり r:[数

'Fl勾粒径 (/1)

主 jえ(cm)

地点上 (cm)

細胞 :¥!.iり粒数 ( 

平均粒径 (/1)

:
J
 

H
ノ

爵

7 
';ヰ

民

林

1

26 25 I 22 20 22 0 

4 

19 

6 

ハ
リ。‘

130 

65 

46 

41 

18 

40 15 5 85 

95 

50 

45 

12 

48 

13 

25 70 

o 0 I 43 

8 

5 

80 

日)

52 

12 

47 

12 

30 

45 48 

13 14 

34 31 

5 6 

36 

10 

34 

9 。

28 

7 

。
。
。

52 

5 25 

o 0 ! 28 

o 0 I 6 

各細胞の平均値。

司
ド
ド
-
品
目
国
是
J
F

o 
。

34 

10 

5 40 

」ぇ (cm)

地衣七 (cm)

細胞、1.1i) r¥'f.数

子j:'.:JNi王I."i

系民 (cm)

地衣上 (cm)

制11胞λJjり粒数

平均粒径 ((1) I 

F立径::l(1未満をi徐く，

" " 

J(; 
年r

28 

7 

26 

6 8 5 5 。5 
メL

)
 

ト
ト
L、I



Jf行1: ::th¥、Lょの'U'i!'!・態学的研究 2l:l 

したがって，株II~変異について検日、Iできなかったが，ネ;

L 株~~~~数および了t-!.~ょがおおむね傾似する i弘合，決内

のでんぷん品約t二|渇する問、lIi]変異はかなり小であるとい

える。しかしし、ずれの，'，，'d'，IHこおL、ても多芸で 1と;fくが小な
喝合唱あるいは分校が多いt'1、または品傾においては宅内

のでんぷん集約は少ないもののようである。ニのような

'¥=.1，広明あるいはこれに閃辿する要悶と笠内でんぷんのm
長についてはさらに検討する必要がある。またネー /.;i~に集

約されるでんぷんを註的iこJ巴併.しようとしたため司 leu-

coplastあるL、は amyloplastに煩する 3，'1 A~満のもの

をでんぷん粒数から除いた。したがってぷ'1'のOの数1!IT.
:1でんぷん粒が全く見られないということではない。

l制11胞内のでんぷん粒径は剤、1'1為に選んだ各 10制胞内

町二おけるでんぷんも7径の、F均似でぷしたが， !付。rli柔細胞

のl細胞内におけるでんぷん粒任の変異はきわめて小

で，かなりY-.j-'なでんぷん粒で満たされている。しかし

細胞|問におげるでんぷん粒の発達科度の走異は11百平1141

年に認められたと同様にかなり大であった。これは主と

して師管からの出喰11Iに関係すると観察されたがりjらかで

よない。 ぷ 2 に7J~された結果は昭和 4Hl三度の共通llh稀

~!林 l 号において年次間差異は小であるといえる。 1ぇ 2

，こついてとりまとめるとつぎのようにいえる。

i) -般に茎長の仁¥，央部あるいはそれよりやや先端に

近い部分にでんぷん粒の発達がもっとも大で数も多い。

ii) 主主基i;iiはでんぷん粒の:L¥現と消失の変動が大であ

わたって別大L， 11E全長の :1分の 2にあたる地点卜今 60

cm の /íi;分で，全，~M伐材料'1'J\l大でんぷん t:!Í王 (15-22 ，11 ，

ヂ均 18"りの多量のでんぷん集H1がl認められた。

vii) WB 59177-4においては 7)-1 5 11 iニリ!続き1，，]2511

にも， J也1<上 5cmの芸人主/出合のぞきでんふん粒の)CJ主

はなく， 8)] 15 11 以後は品|丸における場合に煩似l，泊、

なり二1，J主にでんぷん集約が進んだ(凶版 IV-VI参!問。

これらを要するに生長不が大でtlllu!ti，止が少なく，ま

たtt全体として :(i¥， 、生育初ltJlには， l"íJ 化J?î~物のほとんと

が新らしい生長のためにíl~'!~ され，その後はじめ主広 ì{ií

にでんぷん粒が見IUされるようになるが京の中川以上の

生長のさかんな部分には凡Il¥されない。 1よiの全般にわた

ってでんぷんれが集約するのは塊ネーの肥大すなわちI，ij化

泌物の蓄積のもっともさかんな!I寺J91においてであり，し

かもitl互遮蔽のかなり大となるこの!I:j)¥!Iに，同化l孟のも

っとも大なる~':)'J';着 '\êすると忠われる~の中川以 kの ì{ií

(なで，でんぷん粒の発達がL、ちじるしいo'Uiの末期に近

くなると塊半;の肥大性が比較的大なる品併においては，

jよ応部に集約したでんぶんが塊裟へ移行する。ニのよう

に生育が11子動的であり，品組によってその律動に長士11が

あり，その長J;U.i土塊ネ;11巴大開始期の7Tt異L、L、かえれば1，¥1

肢の{111長紅度のた異ならびに塊!よーの!肥大1'¥:によって別(1)11

されると考えられる。

論 議

り， ¥， 、ずれの品種におLても山現は土f!¥，、が，生f了後WJに はれいしょの主斡品N(ならびに近{I育成された尚でん

は消失あるいは減少するという消長を示すことが男爵符 ぶん系統合合む:¥品向 3系統について， !f;. /~i~内のでんぷ

とl長林 1号におL、てl明らかである。 ん粒の íl~長を観察したが，でんぷん粒大および数の ílH主

iii) 先端に近い(;ii分においてはl↓I央市に比し数，大き と主 ì'{iiの[刊行立による多少の 71~:異はあるがし、ずれの材料に

さともに小である。 おL 、ても茎 ì{iívこでんぷん約が:L\j:;~することは一般的であ

iv) 男爵替のように然性が早く塊堤肥大開始が'1"¥，、品 る。しかLてそのii'il七と/;i;位によるJE呉を :1，!-!支にわた

絡において， fr也のiIfl種にltL 7月5日の早期iに:集長の全 る結果からとりまとめるとつぎのようになる。

般にわたって比較的多量のでんぷん集杭が認められた。 t鬼笠Il也大開始が中くかっ!肥大性の大なる品約において

この時期にいまだ塊主主:形成が行なわれない極l晩生系統 l主主 (;ij!付のでんぷん約の:1J:f)~が叩ーく，その lfi大程度も大

WB59177-4においては，でんぷん約が全く児:Uされな で，またこのよう iこして草川に集抗したでんふんがノ\~'fl'

かった。 ぷWIに塊'j;へ移行する1"，'皮も大である。このようなlih筒

v) 男爵警において 7)J25日にでんぷん約のいちじ においては生育慌}切における'f:ifのlfi大科皮あるいは分

るい、前大が認められたが，その後次第に減少し， 9 JJ 肢の活生が少ない。しかし塊!?叩肥大開始がおそく肥大ド1:

3日にl土決i';iiから与と一長の半分以下のrm分にはほとんど11dt の小なる場合は!?と:市内に集約するでんぷんが多くなると

められなくなった。 いうニとではなく，余剰のIriJ化住物はネー栄の生長にilH'i

V11 段林 1!c}・および品1:丸において 7)J251=Jカ‘ら 8)j され分校の多い拘J;JI免生の'UiBJi')をとるようになると忠わ

1511の11Mのでんぷん粒哨大程度はやや矧似しいちじる れる o JJ!~1'本 1 -~;-，車けしおよび北vlj46げの'1'"免生H(にお

しく大であった。しかしg~，f~、 1 弓ーにおいて 9JJ日日には いてはこれらの'1'11即釈をとり，塊誌における|白]化産物蓄

基集部で減少するのにばL，h丸においては*-の全般に ，f!'i t~\度がかなり大なる!I 'jWIにおいても今泣の Iríj化産物が
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1とi川内、二ftWする。ニのよう Mニ'正Lムι川』

I斗}~ずるニと i 工幻l 工 jれIIい、しょの 11 ~'l;i; な 'I. í'tj凶干II~ (二行;十る月~(M

であるのそ L てこの思~({.u 土1.\\1， '{におけ』る 1，引ヒ;!(物のf.%'i

rlfばあるいは肥大411皮の!日'j1tll的jfi移とどの上う i二1)(1，也し

ているかち とく iにこ/ぺ1::(汀f~木d則U引l\にニ Iι壬叫lけげf る半主~ Iけ1州1

!半主よよ;へ日の)移ij f'，引i

の一でで引i土"ム'(いカ‘という人川'iでi市fi'吹tl法i主JfたC什1刊1IT，[であると与える。ふ|

Ju二[5l、て'[.1ii-!zJlJlの 9J j :1 11 iこ{!hi式HH'I'もっともjえ

れの多 iA:のでんふん下、"泊、d，められたカ"鬼主I1日大 I~ がlt

l版印jたであること泊hらこ υ)，'，，'，f恥工1，;]1ヒjJ{物の千守町H、幼ミ111

)(，tI'内iこたであると汚えられ，またこの上う仕ことがJ也1-.

山あるいはl鬼手Jの:次'j:Jとな，U5;\:~Lやすし、'ali，1と/なるこ
とも Jうえられるの Lたがって'I:.ft伶!切におけるI鬼11どの11巴

大1'1:.(/;I，;J lt，y物に!政')ll'i'Jiこ{引くのかあるL、は1"'Jiヒ;!1'q-i，!)(J-;

塊~へLI: 人的であるのカゆ益草川I}、]でんム、んの ìl'íl乏に l;r;千~~~

'fピ及i王L、それが塊与え;の:，'，:'!'fl，I'I!(ljに|対係するといえる。

出f11l5)i主ばれL、 L ょの ~I:ú と i鬼誌のJ'cj主に丸、Iする J~1ほ条

('1の小山市1:.1二ついて15-，~.~ L， I J ~'l J~l 条 ('I~，塊半;の発注に対

するWJljの十五111カ‘ら|メー日リ寸ーると， P'(J;{iニl也¥'.i;iiのノI，Wニ

bβ?キしその '\:.f j-\， l] の L 、力通んーニよってIl~J;{(内 i 二 l鬼!ょのJ'cj主

i ニ l;~';1'~I~ するもの， J出1、i(l;の111.0)1吸収その他の'1，.f1I'.I'J:llli二

郎博 Lよれが]也 1'.，':1たlづえをm';i'L，IIJ:びド却の沈+.のた
注にIj};押するもの、主らにp'(j左J也干川のtJli'{めだj主企i見

うとするものの:l様相がある」と述べているがこれにIYoJ注

して~~研究の江'í 1 ?jllJ通ら:.1， {i/i{ 'r 主での品'r~~i 二;J，~l 、て主ら

にJH本(ドJi二i王れいしょの'1，';()Ji二街J;{;こ関与するl叩移n
t二ついて lliHを illiめる。 J也 L:ゴJ汁f日川;日1; の/午lド::-7有nは主 i可".1肌tI1肌1;に二 h段支i迎主 T然~I耐白両î~\'i

J桁i行7犯数仇〔心hにこ-J主L;そをれカが‘できるだ(げ7十一-1長主:i:J則り切州111日刊l日川¥].1作.H;

u 、o A此土J通白5応SI刷自削iW紅杭41[け』行五犯数l文(iこj主寸す』る主での!則tl別!月111間i叶司出iは土， ，りj 月.:~台!り!

といわば初ltWUtl'l あるいは!点数，分岐生i主 ht~~; が大き

く !i伊予\~ L. これらの夜間は絞fii'i '&i度その他の)~!j党条f'Iーの

l;}; 1.~~~がきわめて大である。またがj リ荷台 JW 工{，f.: IIKI'i=あるい

はやれ、もの 11:.IH~ì々とと関係が派く I::J:W点、が多い。地上!日i

月後 íj~} 絞カ司I\ IJミするが，そのや1 'J叩訂正は塊1<;1肥大開始ItJl
えらひ、、二I鬼主数と街路に1¥¥1注する。 塊京l肥大IliJI!f:1以iをは

塊主の肥大 (/1 およびでんぷん合1fネなと地干 i'ii~における

，叩fラ'I'tと J也 1:出の生HA~の不i治的安動との村 i互関係にお

いて'l:.nll&あるいは成主肥大1tI1I1'，ll火、かえれば烈叫が

悩1戊され，それらの ):;1)'江寝間との複合的結~としてでん

ぷん収111:カ通えられるといえる。

1'1 物の主 ':;.I~内には IH されるでんふん料については，水

稲においてt!tjfのように山制後胞に移行すること， j乍物

イキセ*IH.]すること，および11吋倒伏l山二関与するーとなと

の;官、誌がlリlらかにされているが，ばれいしょにおいても

う¥く l'iJt'(;の'liがL、える。し泊ミしばれい LょのJA，j{tl工ノ1:.1'1

tl;初、iとltJlI::liこわたりかつ草川内におl十るでんぷん集約の

jll.¥f'臼‘かなりおくれて迎行する村illie'l:系統の1必(i(J:， J]!1( 

L、[深川i1:ふるまで地上川がf，'iれない状態と/な 1)↓丸山r:;Jl¥'.

1-.の 'm!川とたる。主た 1](稲の J~/j fT l L\的 WI:これlならびに集

中fì;ニ集約 Lí!~.;こ移行する J)<JJ(化物:I ~~の収後日 !j におけ一る J在

h'W<Jj( j ヒ1~ :I\~; こんjする'hllii'li15ないし 40タ}とノわされて

いるがベ工れい L ょのJめ合，二れまでの分析がi~~ 1O)， 11) ， 12)

から， U刊本 lLJ合作品ことると， 8) J下iリliiJi愛の'I:fiJIえ';，¥'1191

hニ'-K;'i:ljに以大に集約したでんふんが， lfL没:!tJIiこいたり減

少L.それらのずへてがl鬼iと;へ移行Lたとしてぷ'crLて

も，nあたりmでんふんとして 10g 1'，'0皮である。ニれは
でんぷんuni13)志のJ鬼!よほほ 80日にあたり， 1株 1k日の

ほ!よ収ii:の場合でそれは 8%にすぎないο 動(的内Tた仁什/ぺ1:.fI理E同a現l 
r守匁{求ミ4企fこの土う Mに二斗|川，1山川"川山i¥心lじ〉と(自作的1ド内〈サJiこご一J考5えることは妥、叶5でないカが冶少少、fたC 

くも4点(fl附日のI助必合の移行》ヰ4

いてlは土〕ヘ¥Vつや小であるといえよう O しかしこのよう;'c'I'.Ti

j主上に京i';i:に18H{さ4れるI，;J{ヒj)(t7，!)カ当主応のI行ら Llそuと
のぞ'!¥抑止となるという立J主においては， JKflFIの土うな(I.:tl

1110)1リJim!なれ物と 'J(なり絞Ji1J--.'f!:唆7仁志JK4fもっと考え
る。また通'!子科WiXiニ)uJ主す』る訓1111包hこいちじる Lいでんぷ

んの佐伯が起る場合， II:JIJI(['J隙{lEたとえばい]化が物およ

びノkの通;gなどに1えほ-J-!jf5 ~~~I{ も考えられる。実際にこれ

主で Jfj: j放った材料のうち，でんふん合fJ〆+(O) ，~{î\' 、1<;ほと

刷所が困難となる。これは本化科!度が大と Jなることに土

るとはし、L、きれなL、。

ばれいしょのえと;ì'j1\1人\0)でんぷんó.lS約は J ，~i';1íiこはじま

り，11:.ffの;lliJJ;ぶこともない先端近くに及ぶが，組織，JIJに

ふるとI':llj管却に;庄い柔剣1¥1泡I"Jに'1'く，次第に昨った細胞

に 1えひ );~. ~二自 1\1ヤ?の;Iiくにより大pのでんぷんねが見IH

される。ま7こ与1:.1'tの10:!tJl ~二本)I~;'jj)から ~I-Il/~i;'こわたりで

んふんがl減少あるいはiriクえするときは，日mrn;iiちから泣い

ものから消失し， i'目ji皆川にj丘いものは以降主で残る。こ

の/，I~( 土水 finiこついて佐藤6) が制祭したがi県と~~く同様で

ある。また 1とì';W~に集約したでんぷんpがノ 1:.1'11愛知li ニp

大企減少しあるいはii'iうたするが，その消失過引は，ねが

(1，山間企うけて!J!iJす:するii"i1ヒJ¥'J.は認められず，ほとんど完

全判のままで小粒化する。ミのことについても仏政6)が

ノ，](陥において全く (if]様の結果をえている。しかし/だ溜水

'i'iこ'~?I;!iで長時間放i丘した生f小切J: において 1契丹11 あるい

はiりjJ¥'J.fこ消化されるものが多数:認められた。ちなみにた

ねL 、もにおけるでんぷん粒の消化にはùíj記 j ，\~IW とも認め

られた。またìì"l失するようなO~jmlに京市におけるばかり

でなくたねL、もの場合においても， --H，な柔剤1¥1泡i洋'1'
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に， i孜::(t-J-る数fi，'，j O)刺1I1J~，l[J~のでんふんれが， i也の細胞に

でんぷんpが全く iil~たした II'j\切に，ほとんど iì'í')とされな

いで残っている状態が数多く例祭された。

手~ ;'~î~ I付にはIUされるでんぷんれは， )鬼 1王におけーる+('i円

司lあるL、は tetrapoclJ¥'I.に;'Iいかなり司、JJWlIなJ¥'!.i二発i主

fるのに対L，ほとんと球状でありやや大れの場合iニ的

l' l~kとなるつそしてある采制1111包内では約大変 jf-I~がきわめ

て小さく，隣必ずる制IIJI包I:tjの粒大江二呉ヵ、かなり l認められ

た。これらの点はt;11~ょにおけるでんぷんねとかなり以 11\

付 j/d# 戊 1955

7. 1956 

8. -195G. 

9. 1957 

10. 1I1日i，穿(午・山 II[

11. 

口i'F市己， :23: :26L 

日「ド市己‘ :24: 154 

日f'l市己， :24・:28G 

日jH己， :2G: 19 

位 1969・ 北大口JI¥紀， Ii: 41:2. 

・'I'JlI:，'，公リj.J!I[I['，どー 1969. ~ヒ

大 J1~ J;必 flt 17: 31 

l:!. 19印北大

投J易相(， 17:11 

13 戸苅iii次・I，(，Jキ; が・」久村敦i&:1954. 日i'1紀， :2:2 ¥3 

を'Aに寸る。 塊!?むこおitるでんぷんねの経連Jならびに峻 4): 95. 

京|付のでんふん分布については別の機会にのべる。

摘 要

1. ばれL、しょの代ぷfドo6 ，'，，'，frT(・系統合fJ1、ぷ L，ノI.=.Tf
過引に+:1';1:1人Jiニ ~Lil: されるでんぷんpの il'íJぷこついて ， J，'，1

fi:Ltこ。

2. 完1¥'1'1:.0)'1'¥ 、llll隔においては，JLnの初 JtJlから主i'~i~

内とくにぷ /;F;こでんぷんt:UJ リI\fJ~L，ノドff'h¥'iJtJJ;二は草刈[1

近くまで;JZめられL，ノLtfl愛知iには'{の)氏tii~;こ ;'Í\ 、市分の

でんぷんキ~[は消化し塊!よへ移行する様相 l 合ぷLtニ。

3 そ1\性の fゴそいものにおいてはでんぷんれのiI\J'J~が

おそしつ-1'fiをJ¥JIまでいちじるしい前大会続けた。

4. 'f，; ;';j ~1吋のや，fî 々の柔組織のうち，でんふんれの !-I;rl}く

がL、ちじるしいのは|付n日i柔組織，ついで外!:mX~~ll械であ
り，その他)，tfi ， ';i~ ， A，，';il)j)(身州 l織iこも t~:I: された。

5. l 、ずれのゑ削織においてもてんぷんねはj求刑の削

れであり， 1 *1I1112l内のれ大変異は小であったが，隣似す

る細胞|出では粒大;主!呉がかなり;認められた。

6. でんぷんれが消化する場合はほとんど'ノヒ全粒のま

ま小粒化する。また消化泊、行なわれる [I~fJ¥JIに!:r¥i告に近い

細胞のでんふん粒が比較的役まで伐る傾lí'J~示した。ニ

のような場合iこもほとんと消化のilliまない細胞が散化す

ることが認められfこ。

7. ばれし、 Lょ!t;.i';i~内でんふんNの iìH三は，塊:ょにお

けるliJj化比物の岳h'Vf!J度と， )也上川の生長程度との平衡

関係の指標をなすものであり，これが熱性あるいは生p(

1Jと術Jii'に閃注すると考えられる。

引用文献

1. ，I，!;場 起・桶，':.¥[I(1I:jl 1953 日作紀， :2:2 (1-:2): 4:-¥. 

2 ィi塚必lijJ・11[1l
'
列 1953 土JI巴II，占， :23: 113， 159. 

3. fL:山行二:・荊1[1[1閉じ 1958 日fF;['己， :27: :201. 

4 村山 n.占r'~!i' ，)ミ・大島正リj・1家JfIU(!:jl・川J!I(的総 dJ
1955. 1MλliJfl化 B4: 1:23 

5. ~f 川健児 1959 点北大政IiJI気持i，11 (1): 19 

14. • j/，Ii.# Ip 1954 日fHC;，:2:2・ 98.

Summary 

1. Starch只rainsacculnulatiun in stem tissues ()f 

potato plants (three varieties ancl three strains) were 

investigated with respect to their deveJopment of 

growth. 

:2. In early varieties (Irish Cobbler)， starch grains 
appeared in the stem tissues， especially in the lower 

part of them as early as in JuJy 5 (an early stage of 

日rowth)，日nclbecame very common in the whole 

stems in next 30【laysor so. And， at the encl of 

the growth stage， these starch grains disappearecl 

gradually from the lower part， suggesting that the 

translocation of these components to the tubers 

occurecl. 

:l. On the contrary， in later varieties， the品rst
appearance of starch日rainsin the stems was rather 

late， and further the只rainswere continuecl to in-

crease their number and size until the last stage of 

growth. The largest starch grains (:2:2 /' in diameter) 

were found in the upper part of the stems of var 

Benimaru in September :l 

4. Starch grains were generally found in all 

parenchymatous tissues， i.e. inner and outer phloem， 

pith and medullary ray and the most developecl 

grains were found especially in the inner phloem. 

5. Starch grains of each parenchym were com 

posecl of almost rouncl and single grain. The size 

of grains is generally the same in each cell bu t 

various in inter-cell. When the number of starch 

grains were decreasing in the later stage of growth 

of the early varieties the size of the grains also 

chan耳目1to small， but the grains in the cells closer 
lO sieve tubes remained. 

付 Thedata obtained in this study also suggest 

that the varietal characteristics such as changes of 

starch grains in the stems， accumuJation of such 

carbohydrates in the tubers and production of new 

leaves are closeJy related to their growth rate or 

the earliness of the varieties 



1><1版 I

1. 8 JJ :1日 (1965)，北海46.~.九迄法 m;横断面i， i沃度沃!止力11.'11.沈色による

2. 8月 :1日 (1965)，北海46号，草木1m(拡大)，でんぷん粒大5-15/'(洗色による)

:l. 8月1日 (1965)，北海46月， ;.j三郎放射組織縦断面，でんぷん粒大3-5/，(洗色による)
4. 7月 7日 (1966)，北海46t;'，与と;rf' Ifs I付師部縦断而，でんふeん粒大3-5/'

5. 7月7日 (1966)，北海46-~;'，立基部内師部縦断国，でんぷん粒大 3-8/1

6. 7 月 19 日 (1966)，北海 46 号，茎応部 IJ~ 師i;i\縦断i \írí，でんぷん粒大 5-15/'
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1 ><1版 II

1. 7 JJ 1911 (191;1;)， !;'Hf 1 ~;， 本'1，:';1;，1)'ll':rlii;11縦断j(rj， とんふんp火、1-10/1

:2. 7 JJ 19 11 (19付1>)，1;'Hf 1 ~;，本 jお';11 ，内I':rliirll縦断!百 1 ，でんふん料大 5- 15 /'

:1. 8)J:2:2 11 (19りり)， ~ヒIfiHI; ，;， 'f;: J，~i;II ， 1)'1 (:rIU;11償問rl([l， とんふん杭大 10-15/，

4. 8 JJ :2:2 11 (1%6)，北海 4(j~;-， 'f;:J，U;li， 1)すり!主縦断而1，でんふん杭大 :1-8/，

5， 8)J:2:2日(191;1;)，北海 41;，;， 1と;抗出， I)'l(:rli郎縦断I(rj，でん中ん杭大 8-:20/1

6. 8)J:2:2日 (1%1;)， J;~ 村、 1 ';-， 'f:;J占郎， 1)、)l':rlii;11縦間rl([j，一、んふんN大5-15.'，

7. 8)川J:2:2 口 (刊191“)叫巾(り州)司)，

8. 8)川J:2:21日I(件1%1州j引)， I伐:た2十林f1 ，リ/，笠1よよt王;'1ドli山1出1，1内jム什、'li'川i川山lii郎';j邪1官i縦的断「凶 ιん Jふ、ん粒λ太..:8-1口~/ρt 
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1':<1版 III

1. 7)17日 (1966)，北海 46}}，革法li¥:1氏射組織縦断[(11，でんぷん杭径'31'

2. 7月 19日 (1966)，IJlHl， 1 ，九笠1幻';1¥放射組織縦断而，でんぷん粒径:"(' 

:¥， 7)J 19日 (1966)，北海 46リ，本'I'i，¥[jl氏身1m織横断[古1，でんぷんが[1壬5('

4. 8凡22日 (19f)(i)， ~ヒザ[þ46ぢ lιjιiil¥Ijj(射制l私iiHil(附li日ラでんぷんNl圭3-8{，

5， 8)J 22日 (196(;)，北海 46';， 与と~ I j J 1'm放射飢餓縦断iM，でんぷん料保 :)-6(，

6. 9)J 1:¥日 (19(川)， ~ヒ泊1]: -16 ~J. ， ~J，~fj\)J/x.射訓 líf~ liV(lfjil(li ，でんぷんがï.1王:\-品/'
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図版 IV

1. 男爵薯， 7月25日 (1968)，地表上5cm，でんぷん粒径 10-16μ

2. 男爵薯， 8月15日 (1968)，地表上5cm，でんぷん粒径5-12μ

3. 男爵薯， 9月3日 (1968)，地表上5cm，でんぷん粒径Oμ 

4. 男爵薯， 7月25日 (1968)，地表上35cm，でんぷん粒径10-15μ

5. 男爵薯， 8月15日 (1968)，地表上25cm，でんぷん粒径5-14μ

6. 男爵薯， 9月3日 (1968)，地表上30cm，でんぷん粒径3-8/1

(いずれも左側が木部，右側Jが飾部)
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1. J1三村、 lり， 7 )J 25日 (1968)，本下部 (5cm)，でんぷん粒径 8/1

2. t~林 1i;. ， 8}] 15日 (1968)，主主下;¥il(5cm)，でんぷん粒径6/1

:1. 山林 1-~;'， 9月九日 (1968)，来日¥11(5cm)，でんぷん粒径0-5/1

4. 11'Hj; 1 ~~司 7 月 25 日 (1968) ， l在 .f'Ijli (15 cm)，てんぷんHi王8/1

5 山林 1~-;噌 8 刀 15 日 (1 9G8)，竿 '1' 郎 (25cm) ， てんふん粒径 8/1

ii. 11Hj; 1 ~;、 9 JJ :1日 (19“お)， lf.:'I'Ijil (:l(lcm)，てんぶん約{壬 fi/l

7. 民林 1り， 7 )J 25日 (19り8)，本卜:Iill(45cm)， てんぷん粒径 0/1

8. n林 1~九日凡 15 日 (19G8)，半; 1:1;11 (45cm)，てんぷんNi王5-1:2/1 

9. i1三十本 1~;， 9 J] :1 11 (191;8)， lよ!日1;(50 cm)， てんふんN:i王8-12/1
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川市i.. VI 

1. 和一九， 9月 :1日 (1%9)，~ド ìill (5cmi， でんぷん r，i: i圭 1;~141'

~. WB  59177-4， 7 月 ~5 [j (19691，ま下i'il¥(5cm)， でんふん杭径“ .'l

:1. WB  59177-4司り JJ:1日 (19り町、 ~ドì'íl; (5cm)，でんふんねi主 1;~IH l' 

4 事l九司 9)]:1 LI (19的)司本'1'1il;(:\5cm)，てんふん約径 H~1 1i l' 

5. WB  591774， 7 JJ ~5 L1 (19ゆ)， ネー'I'i'ill(:lOcmi，てんふん料径 Ol'

{ヲ ¥¥'859177-4， ~) Jl:l日(191;町、本'!'i'ill(40cm)，んぶん約m8-](; ，" 
7. 糾ーユL，9 Jl :1日 11%9)， '1と I郎 (liOcm)，てんぷん rL{壬 15~~~/，

H. WB  59177-4， 7 Jl ~5 日 11969; ， ~ I:iill (50cm)，でんふん料倍。 /l

9. ¥¥'B 59177-4、り JJ:1日(19付制、 平 L:li¥1(90cm)，て人ぷん粒{王 H~11; l 
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